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筋、大腿直筋、内側広筋、大腿二頭筋の酸素飽和度
を連続的に測定した。同時に表面筋電図法より各筋
電図を測定した。【結果と考察】　本被験：者の▽02p，、k
は53．2±9．2ml・kg－1・Min”iであった。試験中、酸素
摂取量はほぼ直線的に増加した。各筋電図は非直線
的に増加を続けたが、それぞれの変化は異なってい
た。運動強度の増加に伴い、外側広筋や内側広筋の
酸素飽和度は減少したが、VO2p，、kに達する前にそ
の減少率は小さくなった。大腿直筋では運動開始よ
りVT付近まで大きな変化を示さなかったが、その
後▽02pea」、に達するまで脱酸素化が大きく充冠した。
VTからVO2p，、kまでの脱酸素化率は大腿直筋が最大
であった。大腿直筋は外側広筋や内側広筋と比較し
速筋線維の割合が高いため、VT以降の高強度にお
いて大腿直筋の脱酸素化の充進が大きかったと考え
られる。大腿二頭筋の酸素飽和度は低強度では変化
しなかったが、高強度では大きく減少した。大腿筋
群脱酸素化の変動係数（ばらつきの程度）は低強度
よりもVTやVO2p。、kの方が有意に大きくなった。【結
論】　漸増負荷自転車運動中、大腿部の各筋におけ
る脱酸素化はそれぞれ異なる動態を示すことが明ら
かになった。このことから運動強度の増加に伴い、
組織学的、解剖学的に異なる各筋の相対的な貢献度
が変化している可能性が示唆された。
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【目的】　今回我々はTKA術前後のCT、　X線計測
を行い、大腿骨componentの回旋設置角度とpatella
trackingの関連について検討した。【対象および方法】
対象は2007年以降Duracon　total　knee　system　CR　type
を用いてTKAを施行し6ヶ月以上経過観察可能で
あったOA患者54膝（女性44膝、男性10膝）、平
均年齢72．5歳である。全例大腿骨後穎軸に対し外
旋3。で骨切りを行った。術前後CTにおいて、　pos－
terior　condylar　lineとsurgical　epicondylar　lineとのな
す角をposterior　condylar　angle（PCA）、　clinical　con－
dylar　lineとのなす角をcondylar　twist　axis（CTA）とし、
術後のX線（sky　vjew：30。、60。、90Q）における
patella　tiltとの相関およびpatella　tiltと術後可動域と
の関係を調査した。【結果】　大腿骨外旋骨切り角度
は平均3．55。±2．220であった。術後CTAおよび
PCAが増大するとpatella　tiltも大きくなる傾向を認
め、術後CTAに比べ術後PCAでpatella　tiltとの相
関が強い傾向にあった。術後patella　tiltと術後の膝
屈曲角度、改善角度に有意な相関関係は認めなかっ
た。【考察および結論】TKAにおける大腿骨com－
ponentの設置は現在大腿骨後穎軸に対し外旋3。を
指標に骨切りを行っているが、術前CT評価を行い
個々の形態を考慮に入れて骨切りを行う必要がある
と考える。
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（Purpose］　There　were　various　of　English　literatures
about　the　shape　of　facet　j　oint　（FJ）　in　patients　with　lum－
ber　degenerative　spondylolithesis　（DS）．　The　purpose
ofthis　study　was　to　use　computed　tomography　（CT）　and
plainroentgen　to　evaluate　lumber　spinal　morphological
character　ofpatients　with　DS．
（Subjects＆methods］　54　patients　with　degenerative
spondylolithesis　（DS　group）　were　compared　with　those
35　patients　without　DS　（WDS　group）．　Degenerative
spondylolisthesis　was　defined　as　an　anterior　slip　ofL4　on
L5　of　50／o　or　more　as　seen　in　the　lateral　radiograph　of　the
lumbar　spine　in　the　neutral　position．　Measurements　of
variables　include　two　different　dimensional　planes　of
facet　angle　sagittal　plane　（SP）　；　oblique　plane　（OP）　and
lamina　angle　（LA）　which　were　measured　by　the　CT　and
lai roentgen　in　two　groups　before　an　operation．　Spi一
（　16　）
